
時　　　間 時　　　間

8:30－9:30

9:30－9:45
講堂

15

9:45－10:40
講堂

55

10:40－10:50 (10)

10:50－12:00
講堂

70

12:00－13:00 (60)

13:00－14:00 60

14:00－14:10 (10)

14:10－14:50 40

14:50－15:00 (10)

16:00－16:10 (10)

16:10-17:25 75

講　師 講　師

9:00-9:30
障害児支援専門官
　小島　裕司

9:45-10:00 9:30-10:00
発達障害対策専門官
　日詰　正文

10:00～
10:00-10:30

就労支援専門官
　村山　奈美子

10:45-11:15
障害福祉専門官（身体）
　秋山　仁

11:15-12:15

地域移行支援専門官
  　柿澤　満絵

～12:30 障害福祉専門官（精神）
　　吉野　智

12:30-13:30 12:15-13:15

13:30～ 13:15～

～17:00 ～17:00

9:00－11:00 120

11:00－11:15 (15)

11:15－11:45 30

11:45－12:45 (60)

12:45－14:05 80

14:05－14:10 5

　⑤ 精神障害者の地域移行の推進につ
いて

　　a）　医療的支援について

進行：調整中

2-(2)-①【演習３－１】前半
テーマ１「本人中心のケアマネジメントプロ
セス」
・ケアマネジメントスキル獲得のための演習
展開の方法と工夫

2-(2)-②【演習３－２】前半
テーマ２「個別の支援から地域支援への展
開」
・地域支援スキル獲得のための演習展開の方
法と工夫

10:30－10:45　（休憩）

2-(1)【講義４】　※講堂で実施
演習3「テーマ別演習」の受講のススメ
　・研修作りを意識した受講
　・演習を活性化させるためのファシリテーション

一般社団法人　ソラティオ
荒川区精神障害者相談支援事業
相談センターあらかわ
所長　岡部　正文

1-(7)【演習２】計画的な人材育成を実施するための体制作りについて
　　① 事例報告を受けての課題を抽出
　　　・報告事例と自都道府県との比較
　　　・自都道府県の課題の明確化

　　② 課題の共有とまとめ

分科会会場へ移動
※各テーマにつき2コース開講（全４コース）

テーマ別演習

（担当コア委員）
相談支援事業所Reve
　DEO 東　美奈子
相談センターあらかわ
　所長 岡部　正文
鶴ヶ島市生活サポートセンター
　主任相談支援専門員　藤川　雄一

6
月
　
　
2
3
日
（

金
）

（昼休憩）

閉講式

進行：調整中

3-(3)【講義６】研修全体のまとめ
　　○これまでの相談支援事業と今後への期待

3-(1)【戦略会議】 ※各会場に分かれて実施
　　人材育成体制強化についての戦略会議
　　○都道府県単位での戦略会議
　　　・初日に整理した課題に対しての解決策の検討
　　○近隣県との連携の可能性
　　○各会場での共有

相談支援従事者指導者養成研修検討委員会　委員長
　門屋　充郎
滋賀県障害者自立支援協議会　事務局長
　中島　秀夫

（担当コア委員）
名古屋市総合リハビリテーション
センター　自立支援部長
　鈴木　智敦

横浜市健康福祉局障害福祉部
障害福祉課地域活動支援係長
　松浦　拓郎

進行：調整中

講堂へ移動

3-(2)【情報共有】
　　○戦略会議で協議した内容を全体で共有
　　○まとめ

（昼休憩）

(担当コア委員）
前半に同じ

6
月
　
　
2
2
日
（

木
）

大正大学　人間学部社会福祉学科
　教授　沖倉 智美

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課
　地域生活支援推進室　虐待防止専門官　片桐 公彦

（昼休憩）

1-(4)【講義３】意思決定支援と権利擁護
　・意思決定支援ガイドラインの活用
　・虐待の防止と対応
　・成年後見制度の利用促進

（休憩）

　　ｂ）　福祉的支援について

2-(4)【演習４】
都道府県研修の実施体制について
○相談支援体制整備と人材育成
○法定研修実施体制
「直営・委託・指定のメリット・デメ
リット」
○３１年度に向けた体制整備

60

1-(5)【演習１】振り返りと目標設定
　 ① 講義１～３を受けての振り返り
　 ② 本研修を受講するに当たっての到達目標を話し合う

分野別講義・都道府県対象演習

進行：
厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課
　地域生活支援推進室　相談支援専門官　大平 眞太郎

2-(3)【講義５】各分野の概要・法改正
事項・重点ポイント

　① 障害児支援について

（休憩）

　　　　　　　平成２９年度　相談支援従事者指導者養成研修プログラム　　　　　　　　

プログラム

開講式

受付

1-(1)【ガイダンス】
 　① 今後の相談支援従事者研修について
　 ・初任者研修及び現任研修の標準カリキュラム改定
 　・主任相談支援専門員の創設および主任研修の実施
   ② 本研修の位置付け（告示、要綱、プログラムの考え方）

1-(2)【講義１】 障害者総合支援法の概要と相談支援の課題
　 ・障害福祉制度の動向
　 ・「相談支援の質の向上に向けた検討会」における議論のとりまとめ

講　師

あいさつ：厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課
　　    　地域生活支援推進室長 高鹿 秀明
諸注意等：国立障害者リハビリテーションセンター

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課
　地域生活支援推進室　相談支援専門官　大平 眞太郎

 
６
月
 
 
２
１
日
（

水
）

（休憩）

1-(3)【講義２】本人中心の相談支援とケアマネジメント
　 ・地域を基盤としたソーシャルワーク
　 ・相談支援の基本姿勢（価値・倫理）

15:00-16:00

1-(6)【事例報告】計画的な人材育成を実施するための体制作りについて
　　○ 人材育成部会の体制についての事例報告
　　　報告(15分)×2都道府県＋質問検討(5分)＋報告への質問(25)

　　○ 報告県：①調整中　　②調整中

進行：調整中

（休憩）

9:00-9:45

　② 発達障害者への支援について

　③ 就労支援について

　④ 身体障害者支援（機能訓練）につ
いて

【演習３－２】後半
「個別の支援からの地域支援へ展開」
・スキル獲得のための演習展開の方法と工夫

(担当コア委員）
前半に同じ

（昼食休憩）

【演習３－１】後半
「本人中心のケアマネジメントプロセス」
・スキル獲得のための演習展開の方法と工夫

（担当コア委員）
沖縄大学人文学部福祉文化学科
　准教授　島村　聡
西宮市社会福祉協議会　相談総務係
　係長 　玉木　幸則
貴志園相談センターゆいまーる
　所長　冨岡　貴生
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